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新潟まつり開幕民謡流しに9000人
湊
町
ｏ新
潟
の
夏
の
風
物
詩
「新

潟
ま
つ
り
」
が
９
日
夜
ｌ
杏
量
】流

し
で
奎露
一開
け
た
。
萬
小篠
電
柾
谷

′１、蕗
な
ど
逝
璽
出
央
区
の
目轟
一き
・

通
り
は
ヽ
１
０
４
団
体
、
約
９
０
０

０
人
の
踊
り
手
の
熱
気
「麟
奎
【に
包

ま
れ
た
。

年
後
‐７

費

機
の
盤模
整
日で
始

ま
る
一薪
強
習
菫旬
」
で
新
潟
ま
つ
り

が
鰹
辱
。
涼
や
か
な
い算
（や
斗糠
」姿

の
踊

，
手
が
、
一斉
に
“塁
”よ
く
合

〈場
に
は

げ
ら
れ
た
。
菖
璧

で
は
佐
渡
お

け
さ
も
披
露
さ
れ
、
視
賀
ム
ー
ド
を

盛
り
上
げ
た
，

‐新
渥
塁
震
一の
　
　
　
　
中
村

量
〓ざ
ル
①

は
コ
西
メ
曇
火が

あ
つ
た
が
、
こ
の
こ腰
パが
あ
れ
ば
乗

途

〓

懇

い
も
の
経

い
。
佐

壕
需
】も
」薔
纏
援
一に
一量
（さ
れ
、

こ
れ
か
ら
多
く
の
車
３
が
新
“調
に
訪

れ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
額
に
汗
を

光
ら
せ
た
。

聾
星
後

７
」猟
”分
か
ら
の
一＃
（大
入案
″フ
ィ

ナ
ー
ン
を
節
る
。
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